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急速な経済成長を続ける人口大国インド。BRICsの雄として世界の注目を集めるこの市場に、
2015年、クボタは新型の多目的トラクタ=マルチパーパストラクタ「MU5501」を投入、本格参入を果たした。

インドは世界有数の農業大国であり、かつ世界最大のトラクタ市場であるが、
クボタがこれまで稲作市場で培ってきたトラクタは、必ずしもインドのユーザーニーズに合致するものでなかった。

トラクタ用途は畑作が中心というニーズに対し、徹底したマーケットインを実践して開発されたのがマルチパーパストラクタ「MU5501」である。
この新型トラクタは、今後のクボタにとって極めて大きな意義を持つ。インドという巨大市場への挑戦、そしてプレゼンスを発揮することは、

インドの農業をはじめとする持続可能な経済発展に寄与することであり、
それは取りも直さず、クボタの掲げる普遍のテーマである世界の食料問題解決への貢献に直結している。

マルチパーパストラクタ「MU5501」――、この新型トラクタにクボタの未来が、夢が託されている。
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FEATURE “Republic of India” 食料・水・環境の未来を拓く。

著しい経済成長を
遂げるインド
世界有数の農業大国、
食料生産拠点

インダス文明に遡る古い歴史を有す
るインドは、1947 年に英国から
独立、南アジア随一の面積と世

界第 2 位の人口を持つ大国として成長を遂
げてきた。特に、90 年代以降進めてきた
経済自由化政策によって、規制緩和、外貨
積極活用を柱とした経済政策を断行、その
結果、著しい経済成長を実現した。2014
年に誕生したモディ新政権は、｢Make in 
India｣（インドでモノづくりを）のスローガ
ンに代表される経済重視政策を推進、現在
インドは、新たな製造ハブ（結節点）として
世界から熱い眼差しが注がれている。2015
年度の経済成長率は 7.6％と、BRICs（ブ
ラジル、ロシア、インド、中国）と呼ばれる
経済新興国の中でも、高い経済成長率を
維持し続けている。
　現在インドの人口は 12 億 1,000 万人を
超えており、過去 10 年の人口増加率も
17.68％と増加の一途をたどる（※注 1）。植
物育種や灌漑設備の整備、農薬の普及と
いった「緑の革命」を実施し、これだけの
人口を抱えているにもかかわらず自給自足達
成国となった。2013 年、農作物自給率（穀

類）は 111%に達している（※注 2）。イン
ドの農地面積は国土の約 55%にあたる約1
億 8,000万 ha、農業従事者は約 5 割を占
める（※注 3）。主要作物であるコメ、小麦、
サトウキビの作付面積は世界第 1位（生産
量ではいずれも世界第 2 位）（※注 4）、世
界有数の農業大国であり、2012 年はコメの
輸出量が世界1位（※注 5）となったことも
あり、世界有数の食料生産拠点という役割
も担っている。
※注 1…外務省ホームページより
※注 2…FAO（国際連合食糧農業機関）調べ 
※注 3…農水省ホームページより
※注 4…FAO 統計
※注 5…USDA（アメリカ農務省）需給統計

2028 年、世界最大の
人口大国へ
安定した持続的な
食料生産が課題

BRICs の雄として目覚ましい発展を
遂げつつあるインドだが、農業部門
が抱える課題は少なくない。2028

年には 15 億人に達し、中国を抜いて世界
最大の人口大国になると予測されている（※
注 6）。食料自給を達成しているとはいえ、
それが将来継続するかどうかは不透明だ。
作付面積が世界第 1位であるにもかかわら
ず生産量が世界第 2 位に甘んじていること

からもわかるように、食料の生産効
率は決して高くない。「緑の革命」で
灌漑整備は進められたものの、耕作
地の推定 63%は未だ灌漑用水とつ
ながっていないこと（※注 7）、労働
力が安価なため依然人力に依存する
農家が多いこと、さらには旧来型の
作業体系が維持されていることなど
が、その要因として指摘されている。
　また、経済発展が進展する中、工
業・建設業へと従事する人口割合が
増えており、農業従事者は減少傾向
にあるのも懸念材料の一つだ。世界
最大の人口大国が安定的な食料生
産を維持できるかどうか。そのインド
農業の課題は、そのまま世界の食料
生産拠点として持続可能な貢献がで
きるかどうかという問題ともつながって
くる。一方、インドは食料自給率を
達成しているとはいえ、栄養不足人口は約
2億人近くおり（※注 8）、貧困層の撲滅も
大きな課題となっている。すなわち、人口が
増え続けるインドにあっては、農業の機械
化・高度化による食料生産の効率化、収量
拡大の実現は喫緊の課題なのである。また、
今後の持続的な経済成長を支えるには、産
業育成とそれに伴う雇用の拡充も求められ
ている。
※注 6…United Nations Population Division（国連
人口部）予測
※注 7…米国 CNN 報道より
※注 8…FAO/IFAD（国際農業開発基金）/WFP（国
連世界食糧計画）共同発行「世界の食料不安の現状 
2015 年報告」

インドは世界最大の
トラクタ市場
2008 年、クボタの
挑戦が始まった

インド農業のトラクタの歴史は古
く、1960 年代から本格的な普
及が始まった。日本とほぼ同じ

タイミングである。世界のトラクタ市場は推
定 200万台と言われているが、インドはその
内の約 60万台、約 3 割を占める世界最大
のトラクタ市場である（※注 9）。99%がイ
ンド国内生産であり、インド国内メーカー
のトラクタが市場の約 7 割を占める。この
巨大トラクタ市場に対して、クボタは 2008
年、インド南部チェンナイに、クボタ農業
機械インド株式会社（Kubota Agricultural 

Machinery India Private Ltd. ＝ 以 下、
KAI）を設立し参入を果たした。
　「インドは欧米、新興国市場向けのトラ
クタ輸出拠点になっています。競合他社は、
安価な労働力・部材を武器に低価格のトラク
タを生産・輸出しており、クボタがグローバル・
メジャー・ブランドとして、インドの、そして
世界の食料問題解決に貢献するためには、
インド生産は必要不可欠。まずは世界最大
の市場であるインドでの販売実績を築いて存
在感を発揮し、将来のインド現地生産に向
けて、その環境を整えていきたいと考えてい
ます」（トラクタ海外営業部長 辻山亮）
　つまりKAIの設立は、インドが抱える農
業の課題解決に向けて、将来の現地生産
を射程に置いたものだったのである。しか
し、ここからクボタのインド市場での苦難
の道程が始まった。それは今回のマルチパー
パストラクタ「MU5501」の開発、市場投入
へとつながっていく新たな挑戦でもあった。
※注 9…クボタ調べ　2015 年推計

台頭する
グローバル・パワー、
インド

経済発展とともに、都市化と交通渋滞が進む
（デリー）

街では色鮮やかなサリーを着た女性を多く
見かける（デリー）

インド経済の中心都市ムンバイ。洗濯場と
高層ビルの対比が急激な成長を物語る

トラクタ海外営業部長

辻山 亮

●インド （外務省ホームページより）

●インドの主要農産物の生産状況
（農水省ホームページより／資料：FAO統計）

面積 328万7,469平方キロメートル（インド政府資料：パキスタン、中国との係争地を含む）
（2011年国勢調査）

人口 12億1,057万人（2011年国勢調査）　人口増加率17.68％（10年：2011年国勢調査）

宗教 ヒンドゥー教徒79.8％、イスラム教徒14.2％、キリスト教徒2.3％、シク教徒
1.7％、 仏教徒0.7％、ジャイナ教徒0.4％（2011年国勢調査）

主要産業 農業、工業、鉱業、IT産業
名目GDP 2兆074億ドル（2015年：世銀資料）
一人当たりGDP 1,581ドル（2015 年：世銀資料）
GDP成長率 7.6％（2015年度：インド政府資料）

コメは人口大国インドを支える重要な食料の一つだ

インドといえば香辛料。多彩な種類が店頭に並ぶSRI  LANKA
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世界最大の人口大国へと向かうインド。

BRICｓと呼ばれる新興国の中でも、経済成長率は群を抜く。
急速に工業化、都市化が進むが、主たる産業は農業であり、世界屈指の農業大国だ。

膨大な人口を支える食料自給の観点からも、世界の食料生産拠点としての位置からも、

農業の機械化は経済発展に大きく寄与するといえる。

農業を中心に、いかにこの国の持続可能な成長に貢献するか。

地域に密着するクボタの現場を追った。
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● サトウキビ：世界2位（1位ブラジル）
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● コメ（籾）：世界2位（1位中国）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2009 2010 2011 2012 2013

（単位：万トン） （単位：万トン）

● 小麦：世界2位（1位中国）



December 2016p.04 December 2016 p.052016 2016
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活のあらゆる面で使用するため、特に燃費に
対しては非常に敏感であることもわかってき
た。長時間使用するため、疲れにくい操作
性も重視された。こうして新型トラクタのコン
セプトが固まっていった。
　「マーケット調査から導き出された結果を
もとに、新型トラクタは、従来のインド製同
等の重量、車格、牽引力に加えて、燃費、
耐久性、操作性でインド製を上回ることをコ
ンセプトとしたのです」（瀬志本）

クボタトラクタの
アイデンティティを覆す
未踏の領域への
挑戦が始まった

現在、KAIの営業担当取締役であ
る藤井良明も、瀬志本同様、当
時日本からインド市場の調査に取

り組んだスタッフの一人である。
　「クボタは、欧米、東南アジアではネーム
バリューがあると思いますが、ここインドでは
誰も知らないブランドでした。さらに、インド
は 29 州からなる広大な連邦共和国。州ごと
に言葉も文化も慣習も異なるところに、アプ
ローチの困難さがありました。しかも我々の
トラクタのアイデンティティは、小型軽量・コ

ンパクトだったわけですが、そのアイデンティ
ティを覆すような製品ニーズがあったわけで
す。最も重視されるのが牽引力。それには
軽量でなく重量が求められます。クボタにとっ
て未踏の領域への挑戦でした」
　新型トラクタはユーザーニーズである多用
途対応のトラクタであることを訴求するため、
｢マルチパーパストラクタ｣ と命名、プロダク

トネームは「MU5501」。55 馬力のハイエン
ドクラスをターゲットとした。こうして、藤井
が言う ｢未踏の領域｣ への挑戦は、具体
的にエンジニアの手による開発のフェーズへ
と進んでいく。そこには困難な高い壁がそび
えていた。いかにその壁を突破するか――。
エンジニアたちの、不断の努力と執念が結
実していくことになる。

一大プロジェクトが
始動
インド市場に
新型トラクタを

2008年、クボタはインド市場に参
入を果たしたが、農業機械

の国内トップメーカーであり、欧米、東南ア
ジアなどグローバルに展開しているクボタにし
ては、遅きに失した感は否めない。それまで
クボタがインド市場参入に踏み切ることがで
きなかったのは、稲作のみならず多様な畑作
体系に適応したトラクタを保持していなかった
ことによる。小型軽量・コンパクトというクボ
タトラクタの、稲作市場における優位性は、
インドでは通用しないのだ。「ならば、インド
仕様のトラクタを作るしかない」――すなわち、
KAIを立ち上げた時点で、すでにクボタ社

内では、新型トラクタであるマルチパーパスト
ラクタ「MU5501」の構想・検討が始まって
いた。既存の製品で戦うのではなく、新たな
トラクタを市場に投入するという、画期的か
つチャレンジングな一大プロジェクトだった。

小型トラクタが
新たな市場を創出
浸透し始めた
クボタブランド

KAIがまず取り組んだのは、新型ト
ラクタ投入までに、クボタブランドを
インド市場に浸透させることだった。

得意とする中型のL型トラクタを南部地域に、
次いで小型のB型トラクタを西部の果樹市
場に投入した。L型は強湿田地区では「軽

量・4WDの作
業効率性」が
評価されたも
のの、インドの
大多数を占め
る畑作、トレー
ラー車牽引と
いった多用途
を求めるユー
ザーニーズを
満たせず、限
定的な販売に
留まった。

　一方、B型は「小型・高馬力」を活かし、
果樹（ブドウ）の防除作業（殺虫剤噴霧）、
サトウキビ・綿花の中耕管理作業で、その価
値が評価され新たな市場創出に成功、イン
ド農機事業の柱となった。高い評価を得た
のは、特にブドウの防除作業で均一、且つ、
高効率の殺虫剤噴霧を実現できるようになっ
た。それが作物の品質向上につながり輸出
拡大、農家収益向上に貢献した。この新し
いビジネスモデルは市場にインパクトを与え、
他社も追随してくることになる。B型トラクタの
成功は、新型トラクタ投入までの、いわば強
固な基盤的役割を果たし、徐々ではあるが
クボタブランドを市場に浸透させる原動力と
なった。販売の要であるディーラー網も拡大、
新型トラクタ投入の環境は整いつつあった。

マーケットインで
臨んだ市場調査
開発コンセプトは、
燃費・耐久性・操作性

2012年、クボタは新型トラクタの開
発プロジェクトを始動させる。

インド市場の本格的な調査・分析が開始さ
れたのだ。クボタはこれまでも、ユーザーニー
ズを的確にキャッチし製品開発に反映させて
きたが、インドではそれをさらに徹底させた。
市場密着、すなわち“マーケットイン”のス
タンスで臨んだのである。そのマーケティン

グを担当した一人が、トラクタ海外営業部の
瀬志本信太郎である。
　「徹底してユーザーである農家の方の声を
聞くこと、インドではどのようなトラクタが求
められているのか、それを明確にすることが
ミッションでした。過去の事例に捉われずイ
ンドの農家のニーズを多元的に分析すること
を心がけました。200 件以上のユーザーにヒ
ヤリングを実施したと思います」
　こうしたマーケットインの取り組みから見え
てきたもの。それは、クボタがこれまで成功
してきた稲作市場とは、まったく異なるトラク
タへのニーズだった。まずインドでは、日々
の移動や運搬、軽土木用途など、1年中トラ
クタをフル活用する。その使い方も荒く、ト
レーラー牽引では、前輪が浮いた姿勢で走
行する姿も見られた。トラクタをコンバインの
収穫・走行機能の動力源とするという、驚く
べきインド独自の使われ方もされていた。な
かでもインドのユーザーにとって、トラクタの
高い牽引力は必須の要素だった。また、生

圧倒的な燃費の良さと高効率性を実現し
たマルチパーパストラクタ

　   現地に根ざした
クボタの戦略

マルチパーパストラクタ

クボタ農業機械インド株式会社 営業担当取締役

藤井 良明
トラクタ海外営業部

瀬志本 信太郎

ブドウ畑で防除作業を行うB型トラクタ。
この評価が、インド市場の開拓につながった

サトウキビ畑の整地作業で活躍するマルチ
パーパストラクタ

マルチパーパストラクタの用途は、
実に多様だ（稲の残幹収穫機を
牽引する：上、コンバインの動力源
としても使用される：下）
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タとの将来性に懸けました。プロダクトが優
れていることは間違いありませんから。今はま
だファーストシーズン。クボタにはさらなるラ
インナップの拡充、そして近い将来のインド
での現地生産に期待しています」
　ラインナップの拡充はすでに始まっており、
55馬力の「MU5501」に続いて、最もトラク
タ需要の層が厚い、45 馬力のトラクタが間
もなく投入される。

サトウキビ栽培農家を
訪ねる
優れた品質、
性能の高さを実感

実際にマルチパーパストラクタ
「MU5501」を購入したユーザー
に話を聞いた。インド西部のマハ

ラシュトラ州にあるサタラでサトウキビ栽培
を営むサンディープ・ヤド（Sandeep Yadov）
さん。すでにB型トラクタを購入、今回はク
ボタ製品 2台目ということになる。｢B 型トラ
クタで、エンジン燃費の効率性、メンテナン
スの少なさなど、クボタのトラクタの良さを実

感していました。『MU5501』は操作の快適
性、エンジン性能の高さに大いに満足してい
ます」
　同じくサトウキビ栽培を営むハムマント・ト
ラット（Hamumant Thorat）さんは、それ
まで国内メーカーのトラクタを使用していた。
クボタの名前は知らなかったという。「知人
から噂を聞きデモンストレーションを見に行っ
て、自分で乗車し、他社にはない性能を確
信して購入を決めました。何といってもその
牽引力、パワーに魅力を感じました。デザイ
ンもハイセンス。パワーがあるだけに運搬効
率化が図れ、コストダウンが実現しています」

インドの経済発展に
貢献する
マルチパーパストラクタ
の拡販

インド農家に浸透し始めたマルチ
パーパストラクタ「MU5501」。
KAI 社長の加藤顕は、その意義

と抱負を語る。
　「インドを将来的には、日本、欧州、米国、

タイ、中国に続く6 番目の極にしたいと考え
ています。マルチパーパストラクタの成功が、
グローバル・メジャー・ブランドに飛躍するカ
ギです。拡販は、確実に農家の生産性の向
上、収益性の向上をもたらし、インドの農業、
ひいてはインド経済の発展、食料問題の解
決に寄与するものと確信しています。KAIの
現地社員も各ディーラーもクボタの将来性に
懸けてくれています。夢に向かってクボタと共
に走ってくれている。その夢を実現するのが
私の役割にほかなりません」
　マルチパーパストラクタ「MU5501」には、
加藤が言う“夢”が託されている。クボタの
新しい時代がマルチパーパストラクタと共に
走り出している――。

最大の差別化の
ポイント
高出力と低燃費を
可能とするエンジン

マルチパーパストラクタ「MU5501」
の最大の差別化ポイントの一つと
されたエンジン。目標は、高効率、

すなわち低燃費を実現すること。加えて、高
い牽引力を維持するために高出力であること。
低燃費、高出力を同時に実現することが技術
陣に求められた。それを担ったのが、エンジ
ン技術部の大西崇之と長井健太郎である。
　「価格、性能、サービス性を高次元でまと
めるため、先進国で主流となっているフル電
子制御コモンレール方式ではなく、既存のメ
カ式制御にこだわりました。インドの排ガス規
制への適合とメカ式制御でコモンレール並み
の低燃費を同時に実現するため、ターボの高
過給化に加え、メカではこれまでにない高圧
燃料噴射にチャレンジし、『高効率燃焼の実
現』を開発コンセプトに取り組みました」（大西）
　実際の設計を担当したのが長井である。
3Dプリンタの活用によって試作期間を大幅に
短縮させ、エンジンの検討が進められていっ
た。排ガス規制への適合と低燃費、高出力
の実現という難題をいかにしてクリアしたのか。
　「度重なる試行錯誤の連続でした。効率
良く空気を均等に吸入させるべく、シリンダ
ヘッドを気筒当たり吸気：2弁、排気：2弁
の 4 弁を採用し、センターインジェクションに
することで燃焼効率を飛躍的に高めました。
一方で、排気ガスを再び吸入空気へ還流さ

せることで燃焼を緩慢にし、排ガス成分を低
減。高過給、高圧噴射と燃焼室のマッチン
グにより、排ガス低減、高出力、低燃費化
を高次元で両立させました」（長井）
　こうして誕生したエンジン、「E-CDIS（Center 
Direct Injection System）」は、他社エン
ジンをしのぐ低燃費を達成したのである。

徹底したインド向け
カスタマイズで
高い耐久性と
操作性を実現

一方メカニックに求められたのが、ト
ラクタの「長時間使用」に耐えう
る高い耐久性と操作性の実現で

ある。そのテーマに挑んだのが、トラクタ技
術部の足立典文と樫本龍幸である。各州で
異なる営農や土壌に対応するため、試作機
を使ったテストをインドで長時間実施。測定
データをもとに、強度をアップする耐久性の
高い車軸を採用。さらに疲れにくいペダルの
構造、操作レバーの配置など細部にわたり、
高い操作性を実現するため、徹底的なイン
ド向けカスタマイズを施した。
　「本当に必要とされているものを把握する
ため、インドに何度も足を運び、マーケット
インの発想で実現したトラクタです。ユーザー
ニーズを肌身で感じることの大切さを実感し
ました」（足立）
　「インド適合化への大変さはありましたが、
その苦労の先にあったのはインドの農家の人

たちの笑顔。大きな充実感を味わいました」
（樫本）
　こうして誕生したマルチパーパストラクタ
「MU5501」は 2015 年 10月、タイのサイア
ムクボタコーポレーションCo.,Ltd.（SKC）
で量産を開始、同年11月から販売がスター
トした。

拡販に向け
ディーラー網の拡充へ
お客様を大切にする
クボタの文化

発売から1年経過し
た現在、いかにし
て拡大基調に乗せ

るか。その市場戦略を、前
出の藤井とともに最前線で指
揮するのが KAIのプロダク
トマネージャー、パンカジ・
カダム（Pankaj Kadam）だ。
カダムはクボタのチャレンジ
ングな姿勢に惹かれ、入社し
てきた。

　「拡販のカギを握るのはディーラーであり、
そこのセールスススタッフ。現在 150ある
ディーラーネットワークを、近い将来倍増し
たい。さらにトレーニングによるセールススタッ
フの質の向上も求められます。クボタにはお
客様を大切にする文化が根付いている。そ
れは大きな販売の武器になると考えています」
　主要ディーラーの1社である「スルヤ・オー
トモーティブ社」の代表、アジャイ・ボサレ
（Ajay Bhosale）氏にも話を聞いた。同社は
他社製品を扱うディーラーだったが、その関
係を解消し、新たにクボタとのビジネスを開
始したディーラーである。
　「リスクがある挑戦とは思いましたが、クボ

　マルチパーパストラクタの
　　　挑戦

インド農業にもたらす可能性

マルチパーパストラクタは、家族の一員だ
（サンディープ・ヤドさんの家族とともに）

トラクタ技術部

足立 典文

エンジン技術部

大西 崇之

トラクタ技術部

樫本 龍幸
スルヤ・オートモーティブ社 代表

アジャイ・ボサレ氏

エンジン技術部

長井 健太郎

ユーザーへの説明に余念のないKAIプロダ
クトマネージャー、パンカジ・カダム（左）

取材陣を温かく迎えてくれ
たヤドさんの子どもたち

現在でも牛を運搬で使う農
家は多い

クボタ農業機械インド株式会社 社長

加藤 顕

スルヤ・オートモーティブ社の店頭（プネ）

迅速なメンテナンスもクボタの強みだ
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マルチパーパストラクタ
部品の 67% を
インドで調達

マルチパーパストラクタ「MU5501」
は、従来と異なった新たな生産
方式が採用されている。インドで

部品の調達を行い、タイの工場で量産、最
終的な組み立てをインド・プネに新設された
KAIの工場で行うというものだ。
　この流れの中で、大きな役割を果たした
のが調達本部インドオフィス（KIO）である。
KIOは、インドの営業拠点であるKAIより
も早く、2006 年に開設された。そのミッショ
ンは、現地での部品調達情報の収集・分
析などである。生産性向上、競争力確保の
カギを握る要素の一つが、原材料・部品の
現地調達や設備の現地化である。クボタは
早い時期からグローバル・サプライチェーン
の構築を進めてきた。タイ、中国、そして
2006 年にはインド・デリーに現地調達事務
所を設け、サプライチェーン拡大の活動を
推進、現在、現地の部品メーカー37 社が
クボタのグローバル拠点に部品を供給して
いる。「MU5501」においては、タイ生産で
あるにもかかわらず、部品の 67％をインドで
調達、早期立ち上げに貢献した。2012 年
から事務所の指揮を執っているのが所長の
上田純也である。上田は北米での部品調
達の仕事を経て、インドに赴任した。
　「ローカルの企業と取引するうえで大切な
のは、徹底して地域に密着して信頼関係を
築くこと。自分が心を開くことで相手も心を 開きます。そうしたコミュニケーションを通

じて、仲間を増やしていくのが自分の使命
だと思っています。インドはモノづくりの国
であり、その全体量は世界最大規模。単
に調達するのでなく、そのモノづくりをクボ
タクオリティにレベルアップする必要があり、
それをサポートしていくのが調達本部の大き
な役割です」
　クボタグループにおけるサプライヤーの品
質・生産管理能力の向上、人材育成や地
域貢献に向けた取り組みとして、特筆すべ
きなのが年に一度、世界中のサプライヤー

を日本に招いて開催される「グローバル改
善コミュニティ」だ。今年は約 200 社が参
加した。それぞれが品質向上や生産性向
上など、課題解決に向けて行った取り組み
をコンペティション形式で発表するもの。従
来、サプライヤーに対しては指導改善という
スタンスが基本だったが、「グローバル改善
コミュニティ」活動は、自立を促すものだ。
この ｢グローバル改善コミュニティ｣ に参加
したインドのサプライヤーの1社が、デリー
近郊に本社を構える「ラウナック オートモー
ティブ社」である。

インドの
サプライヤーが語る
クボタの品質向上、
改善の取り組み

「ラウナック オートモーティブ社」
は、2006 年にデリー事務所
開設と同時に、クボタグルー

プへのギア部品供給を開始、クボタ調達本
部からの改善指導もあって、品質と生産管
理能力が劇的に向上した。現在はクボタグ

ループの日本やタイの工場にギア部品を供
給、インド製ギアを初めて日本に量産納入
したのも同社である。同社のグラシャラン・
シン（Gursharan Singh）社長は当時を振
り返って、次のように語る。
　「驚きました。材料ベースからモノづくり
に取り組み、品質管理を徹底するクボタの
姿勢は、私たちにないものでしたから。日
本では当然とされる品質を実現するため、
クボタが私たちを導いてくれた。クボタに育
てていただいたと思っています」
　同社がクボタというグローバルブランドに

部品を供給しているという実績は、瞬く間に
他メーカーに伝わった。クボタと取引してい
るという信頼性を背景に、欧米の大手自動
車メーカーとも取引を開始、急成長を遂げ
ている。現在では、売上げの約 50%が輸
出ビジネスとなるまでになった。シン氏がク
ボタに期待すること。それは1日も早い、イ
ンドでの現地生産体制の確立だ。すでに
部品調達のサプライチェーンはほぼ完成し
ており、現地生産に向けた準備は整いつつ
ある。

インドが世界の
製造ハブになる
Make in India の
本格的実践へ

現在、インドは ｢Make in India｣
と呼ばれる経済政策を打ち出して
いる。文字通り ｢インドでのモノ

づくり｣ を示すもので、すなわち、国内外か
らの投資を促進し、インドを世界の魅力的
な製造ハブ（結節点）に発展させることで、
インドの高い成長率と雇用創出を目指す政
策だ。インドでの部品調達による「MU5501」
の立ち上げは、「Make in India」実践の第
一歩であり、近い将来を見据えた本格的な
「Make in India」への布石といえる。
　「今、多くの製造業で“地産地消”の重
要性が指摘されています。インドで生産体
制が整えば、ローカルでほとんどの部品調
達が可能となります。そうした姿が地域貢
献、社会貢献へとつながり、クボタのインド
での存在意義をより明確にすると思っていま
す」（上田）
　およそ10年にわたって築き上げたインドに
おける強固なサプライチェーンは、今後のイ
ンド市場戦略において、重要な基盤となる
ことは間違いない。

｢Make in India｣
地域密着型サプライチェーンへ

ローカルスタッフとのコミュニケーションが
品質を生む

プネ工場では最終的な組み立てと検査が
行われている

KAIプネ工場

調達本部インドオフィス 所長

上田 純也
ラウナック オートモーティブ社 社長

グラシャラン・シン氏

シン氏がクボタと一緒に調達をアピールした
「クボタ グローバル調達ミーティング」
（インド エンジニアリング製品調達展示会2014にて）
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建設・産業機械に
搭載される
エンジン需要の高まり

クボタのエンジン事業の歴史は古
い。1922 年に農工用小型エンジ
ンの第 1号機となる ｢クボタ農工

用石油発動機｣ を開発したのを皮切りに、
その後ディーゼルエンジン製造に着手するな
ど、それぞれの時代が求める最良のエンジ
ンを供給し、常に業界をリードしてきた。現
在では、小型産業用ディーゼルにおいて世界
トップクラスのシェアを誇っている。その品質
の高さの根底にあるのが ｢人間尊重｣ ｢高効
率化｣ ｢省エネルギー｣ ｢省力化｣ という普遍
のテーマであり、日本はもとより欧米の多くの
メーカーから厚い信頼を寄せられている。
　世界で評価されてきたクボタエンジンであ
るが、これまでインド市場には散発的にエン
ジンを供給してきたに過ぎない。というのも、
インドは国内エンジンメーカーが市場を席巻
しており、その圧倒的な低価格市場に入り込
む余地がなかったからである。ただ、90 年
代後半から近年まで、インド市民の足ともい
うべき ｢オートリキシャ（三輪タクシー）｣ に搭
載されているエンジンに技術提供し、開発を
サポートしてきたという歴史がある。2014 年、
クボタはエンジン事業において、インドをはじ
め、中東・アフリカなど新興国市場開拓をミッ
ションとするセクションを立ち上げた。そのグ
ループ長に着任したのが、エンジングローバ

ルマーケティング第二部 新興国グループ長
の飯田宏道である。
　｢インドは、急速な経済成長を背景にイン
フラ投資も拡大しています。それと並行して、
建設・産業機械に搭載されるエンジン需要も
高まりを見せています。我々が開拓を目指して
いるのは、建設・産業機械を製造しているイ
ンドのメーカー。また慢性的な電力不足の中
にあるインドでは、発電機用エンジンの需要
も少なくありません。乗り越えるべき課題は山
積みですが、インドという広大なマーケットで、
着実にビジネスチャンスをつかんでいきたい｣
　だが、価格ではインド国内メーカーに太刀
打ちできない現状の中、どこに突破口を見出
そうとしているのか。
　｢まずは今後拡大が期待できるインドメー
カーの輸出案件の開発に注力しています。こ
こでは価格は重要な要素ではあるものの、グ
ローバルな実績を持つクボタエンジンの品

質、性能の高さが評価されると確信していま
す。そして輸出案件での実績をベースに、徐々
にボリュームゾーンであるインド国内案件の
開拓に取り組んでいきたいと考えています｣

インドの産業機械
メーカーが採用
クボタエンジンへの
高い信頼性

インドでクボタエンジンを納入した
先の企業の一つに、インド南部の
コインバトールに拠点を置く ｢ルー

ツグループ｣ がある。自動二輪や四輪車部
品のホーン（クラクション）生産ではインド国
内 No.1の実績を誇る企業グループだ。各
種自動車部品の製造を手掛けている一方で、
主力製品の一つに「スイーピングマシーン」
がある。その名が示すように、道路や工場な
どの床等を ｢掃く機械｣。同社はかつて欧米
メーカーから輸入、人力に頼っていた清掃作
業を機械化する文化をインドに浸透させてき
た経緯がある。今回自社での開発生産に着
手、そこにクボタのエンジンが搭載された。
　｢海外輸入品は非常に高く、販売状況は
厳しいものがありました。安く提供するには、
自分たちで作るのがベストという結論に至っ
たのです｣ と語るのは「ルーツマルチクリーン
社」のマネージングディレクターであるバルン・
カルティケヤン（Varun Karthikeyan）氏だ。
開発がスタートしたのは 2年前。その当初の
段階から、迷うことなくクボタエンジンの採用
を決めていたという。それはなぜか。
　｢クボタエンジンは以前から知っている信
頼性の高いブランドであ
り、輸入していたスイーピ
ングマシーンに搭載され
ていたのもクボタエンジ
ン。高出力でありつつ燃
費が優れている、その効
率性、高い耐久性は、世
界No.1といっても過言で
はありません。今後、海
外に輸出していく予定で
すが、ネームバリューは

世界的であり、市場での競争力、優位性を
確信しています｣

インドの産業発展を
支援するために
クボタエンジンの
浸透・拡大へ

クボタは単にエンジンをインドメー
カーに供給しただけではない。日
本からエンジニアがインドに飛び、

何度もディスカッションを重ね最適なエンジン
開発、カスタマイズを進めた。
　｢当社のエンジニアも多くのことを学び、ス
キルアップができたと感じています。エンジン
はスイーピングマシーンの心臓部分。その開
発を両社協働で成し遂げたことに、大きな意
義があったと思いますね｣（カルティケヤン氏）
　ちなみに、インドメーカーによるエンジン搭
載のスイーピングマシーンの開発製造は、イ
ンド初のことだった。
　クボタエンジンのインド市場開拓は、今ま
さに緒に就いたばかりである。インド国内メー
カーの廉価なエンジンが席巻している状況を
どう突破していくか。決して楽観は許されな
い状況であるが、旺盛なエンジン需要を背
景に、｢クボタブランド｣ の浸透を図っていく
考えだ。
　｢ビジネス規模を拡大し、まずはインド国
内に拠点を設けること。将来のインド現地生
産も視野に入れて、インド市場を開拓してい
きたいと考えています。それがインドの各産業
を支援し、インド経済の発展に資するものと
考えています｣（飯田）

エンジン供給によるインドの産業発展支援

エンジングローバルマーケティング第二部
新興国グループ長

飯田 宏道

ルーツマルチクリーン社
マネージングディレクター

バルン・カルティケヤン氏
エンジン事業における新たなマーケット開拓を
ミッションとする新興国グループのメンバーたち

2016年12月に開催された建設機械分野の
展示会「BAUMA CONEXPO INDIA」に初
出展し、インド市場に広くPRをした

クボタエンジンを搭載したルーツマルチ
クリーン社製のスイーピングマシーン

エンジンのコンパクト化が搭載の決め手の一つとなった高性能、低燃費を実現したクボタエンジン
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BUSINESS TOPICSBUSINESS TOPICS 0201

カルナータカ州
ビジャヤプーラ県

クボタは、研究開発体制のグローバル化の一環として、タイと米国に研究開発拠点を設立した。タ
イは、農業機械の研究開発拠点「Kubota Research ＆ Development Asia」。サイアムクボタコーポレー
ション本社近隣に設置し、現地の作物、圃場条件に適した農業機械の研究開発を進め、ラインナッ
プの強化とスピーディーな市場投入を図る。一方、米国オハイオ州カントン市に設立したのが「クボ
タ北米水環境研究所」。水環
境事業ではクボタ初の海外研
究開発拠点として、現地の気
候や水質に合った膜システム
の設計・運転管理の研究開
発を強化し、北米での MBR*
事業を拡大していく。
*MBR（Membrane Bio-reactor）/
膜分離活性汚泥法

国際協力 NGO を
積極的に支援
安全な水を
届けるために

インドに安全な水を――クボタは
企業市民としての責任を果たす
ため、様 な々社会貢献活動を積

極的に推進しているが、その一つがインドに
おける井戸および給水設備設置の支援活
動である。国土が広大なインドは、地域に
よる開発格差に加え、降雨量などの気候や
地質など自然条件の相違から、飲用に適す
る安全な水を得られないエリア（農村）が
少なくない。1893 年に国内で初めて水道用
の鉄管の製造を手掛けて以来、1世紀以
上にわたって水関連事業を展開してきたク
ボタにとって、海外の水問題の解決は社会
的使命といえるものだ。クボタが着目したの
が、公益社団法人アジア協会アジア友の会
（以下、JAFS）の「水プロジェクト」である。
　JAFSは、安全な水へのアクセスが欠乏
しているアジアの農村に、安全な水（井戸、
給水設備）を贈り、人々の生活を改善する
と同時に、農村における課題（衛生、教育、
生活、環境など）に取り組み、自助自立し
た村づくりを行っていく国際協力NGOとし

て、1979 年 10月に設立
された団体である。
　「安全な水を贈ること
は、衛生・健康面の改善
のみならず、女性、子ども
の水汲みという重労働か
らの解放をもたらします。
それによって、教育の普
及（教育を受ける機会の
提供）、女性の自立（職
業訓練等による経済的自
立）、さらには環境の持
続可能性まで視野に入れ
た取り組みを進めていま
す。そのサイクルによって、
究極的には貧困の撲滅を
目指しています。インドで
は、すでに457 基の井戸
を設置しました」（JAFS・
海外プロジェクト担当、
横山浩平氏）
　クボタは2010 年から支援をスタートさせ、
すでに6 基の井戸設置を助成しており、今
後も様 な々アプローチで支援を拡大してい
く考えである。

CSR からCSV へ
グローバルな
進化を目指して

社会貢献活動は、インドにおける
井戸設置に留まらない。クボタは、
「食料・水・環境」分野におけ

る社会貢献活動への取り組みとして、2008
年度に「クボタeプロジェクト」をスタート
させた。「e」は earth（地球にやさしい）、
ecology（環境保全）、education（教育・農育・

水育）、 eat（安全で安心な食料）、eau（安
全で美しい水）、emotion（生きる感動）の
6つの視点から成るもので、具体的には「耕
作放棄地再生支援」「クボタ元氣農業体
験教室」、地域の環境美化、清掃活動な
どを全国で実施する従業員参加型のボラン
ティア「クボタeデー」の開催など、多彩な
活動を推進している。
　「当社は、事業そのものが社会貢献とい
う認識を多くの社員が持っています。農業
機械をはじめ、事業に懸命に打ち込むこと
が社会貢献に直結しています。それをもう一
度再確認すると同時に、CSR（Corporate 
Social Responsibility）の一環として積
み重ねてきた社会貢献活動を、さらに戦
略的に実践するCSV（Creating Shared 
Value= 共同価値の創造：社会価値と企業
価値の同時実現）へとレベルアップさせ、

よりグローバルに展開していきたいと考えて
います」（CSR企画部 サステナビリティグ
ループ長 服部竜一）
　地球環境を守りながら、世界の人々の豊
かな暮らしを支え、持続可能な社会づくり
に寄与する、クボタの社会貢献活動は日本
から世界へ、着実に進化しつつある。

クボタ e プロジェクト
｢命の源泉、井戸を掘る｣ in India

Thailand & USA▶タイと米国に研究開発拠点を設立

前号で紹介した畑作用大型トラクタ「M7 シリーズ」。2015 年より欧米畑作市
場に投入している本シリーズを、クボタは国内の畑作・酪農市場向けに本格投
入する。また、オートステアリング（自動操舵）機能を内蔵した仕様（GF 仕様）
を採用し、『ファームパイロット（Farm Pilot）』シリーズと称する GPS（全地球
測位システム）農機としても発売。日本農業の生産性向上に貢献していく。
なお、本シリーズは、2016 年度グッドデザイン賞（主催：公益財団法人日本
デザイン振興会）を受賞。「作業者への負担を軽減」「トラクタ本来の力強さ
を感じさせるデザイン」と評価された。

Japan
From

▶畑作用大型トラクタ「M7シリーズ」を
　国内市場へ本格投入、グッドデザイン賞も受賞

From

Kubota Research ＆ Development Asia

公益社団法人アジア協会アジア友の会
海外プロジェクト担当

横山 浩平氏
CSR企画部 サステナビリティグループ長

服部 竜一

周囲の力強いサポート
それが確かな成長を促した

私は高校生の時に、交換留学で初
めて来日しました。そのときに感じた
街の美しさや人の優しさ、フランク

さ、京都や奈良の伝統文化に魅力を感じ、
将来は日本とインドをつなぐ架け橋のような仕事
をしたいと思ったのです。だから、大学でも日
本語を専攻し習得、卒業後は、主に在インド
の日系企業で通訳として働き始めました。
　クボタへは、知り合いが退職するのを契機
に入社。当初は通訳として入社しましたが、
以降、仕事の内容は大きく変わっていきました。
それまで勤めていた日系企業とは違い、通訳
に留まらない広範な仕事を任されるようになった
のです。人事、会計、サプライヤーにとっての
窓口としてだけでなく、KIO全体のマネジメント
まで担うようになりました。もちろん、最初は指
導を受けながら仕事を覚えていきましたが、印
象的だったのは、所長をはじめとする周囲の力
強いサポートがあったこと。たくさんのチャンスを
いただいたことで、着実に成長できたと感じて
います。
　現在の重要な仕事の一つが人事です。出
張者の対応や人事異動などの事務的な作業
以上に大切なのが、社員一人ひとりが最高の
パフォーマンスを発揮できる職場環境を創るこ

と。それが自分のミッションだと思っています。そ
のため、社員がスキルアップできる体制の整備
も進めています。また、調達本部の役割であ
る部品調達においても、サプライヤーの品質
向上に向けた改善指導の重要性がインド企業
に理解されるようになりました。自分で考えて判
断し行動することが求められており、それが確か
な自信を生んでいると感じています。

働く女性を応援してくれる
Freedom な環境

調達本部のインドにおける年間を通じ
た一大イベントに、37 社のサプラ
イヤーを招いて開催する ｢サプライ

ヤーミーティング｣ があります。セオリーやストラ
テジーを共有して、品質、納期等の改善、レ
ベルアップを図るというものです。今年初めて、
その企画運営の責任者としてミーティングを仕
切りました。参加者からの評価は高く大成功。
大きなやりがいを実感しました。100% 頑張れ
ばできないことはないという確信を得た取り組み
でした。

　KIOの特徴に、日系他社にはないFreedom
を指摘することができます。自由であるからこそ、
個々人が自分の持てる力を十全に発揮できる
のだと感じています。
　私は2014 年に出産。当時、国の制度で、
民間企業の育児休暇は3ヶ月と定められていま
したが、クボタは6ヶ月の育児休暇を提供して
くれました。出産、育児への理解、働く女性
を応援してくれるその姿勢に感激しました。今

後も、働き続けて自分が働く姿を子供に見せて
あげたいと思っています。また、仕事の面では、
他の拠点や事業部も経験することで、キャリア
アップしていきたいと考えています。
　振り返ると、私はクボタで多くのことを学び成
長してきました。クボタの社員であること自体に
幸せを感じています。これからも、クボタの社員
という強い自覚を持って、インド市場での成長
発展に貢献していきたいと考えています。

世界に挑むクボタのプロフェッショナルたち。

Global Work Style 1

クボタパーソンは、一人ひとりが世界の人々のために役に立ちたいという熱いハートを持ち、実現するために今日も世界中でチャレンジを続けています。
4 人のプロフェッショナルが、世界に挑む想いを語ります。

レッカ  パリワル
Rekha Paliwal
調達本部インドオフィス（KIO）
人事/アドミン/会計担当
グループリーダー・マネージャ
2007年入社

クボタの名前が掲げられた井戸。安定した水
が供給できる井戸は、まさに「生命の泉」だ

（カルナータカ州ビジャヤプーラ県）

100%の力で仕事に臨み、
インド市場での成長に貢献したい。

「2015年サプライヤーミーティング」記念の一枚

カントン市下水処理場内に
クボタ北米水環境研究所が設立されている
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エチレン生成に不可欠な
反応管を世界に供給

大学院で ｢クウェートの立憲運動」
について研究しました。その一環
として中東エリアを訪問する中で

改めて感じたのが、生命の尊さです。中東
エリアは、過去 1世紀近くにわたり政治的
に不安定的な状況にあり、多くの人が命を
落としてきました。そうした現実から、就職
に際しては生命を支える仕事に就きたいと考
えたのです。クボタが掲げる“食料・水・環
境”というテーマは、まさに生命を支えるこ
とにつながると感じ、入社を決意しました。
　現在、営業担当として私が扱っている製
品は、“反応管”と呼ばれる石油化学プラ
ントで使用される産業機器です。私たちの
身の周りに溢れるプラスチック、ビニール、
塩ビ、化学繊維などは、エチレンという化
学物質から生成されます。このエチレン生
成に必要不可欠な機器が反応管です。さら
に反応管を製造できる主要メーカーは世界
で 5 社のみであり、クボタの反応管は世界
シェアのおよそ半分を占めています。したがっ
てクボタの反応管が存在しないと、日常生
活の快適性や利便性、各種産業の稼働に
大きな影響を及ぼすことになります。言い換
えれば、身の周りのプラスチック製品等の
約半数がクボタの反応管によって生成され
たといっても過言ではなく、極めて社会貢
献度の高い製品と言えると思います。

インドでトップシェア
自分でストーリーを描く

私のお客様は、エチレンを製造す
る石油化学企業。現在、国内
は東日本エリアを、海外は台湾、

豪州、インドを担当しています。反応管の
営業の特徴は、担う業務範囲が広いこと。
市場調査、製品 PR、スペックイン、見積
作成、価格交渉、仕様決定、製作指示、
納期・入金管理など、すべて営業担当が
担います。責任は重くプレッシャーもありま
すが、それが営業担当としての成長、やり
がいにつながっていると思います。最近の取
り組みでは、１年半の時間を費やした、イ
ンドのプラント更新プロジェクトがあります。
現地に 3度飛び、交渉を進めました。ポイ
ントとなったのは、そもそも採算に見合うか
どうか、先方が要望する仕様に応えられる

世界に挑むクボタのプロフェッショナルたち。

世界の市場で感じる、
社会貢献の手応えが前進する力。

Global Work Style 2

か、そして、競合他社の動向を把握するこ
とでした。交渉を進めながら、ぎりぎりの
採算ラインを確保しつつ価格を検討・設定
していく濃密な時間だったと感じています。

価格に加え、スペックイン活動も
精力的に進めました。クボタ製品
を導入することによるアドバンテー
ジを訴求し、受注に至りました。
　重要なのは、一連のフローを

緻密に検討し、｢自分でストーリーを描く｣
こと。すなわち、自分の頭で考え判断して
いくことです。この判断の精度を磨いていく
ことが目下の目標です。現在、インド（およ

び台湾）でクボタの反応管はトップシェアの
位置にあります。その維持と一層の拡大の
ためには、精度の高い判断が求められるこ
とになると考えます。さらに将来的に、私が
挑戦してみたい市場は中東・アフリカ。大
学で学んだアラビア語と現地に関する知識
を活かし、反応管にとどまらず、クボタの各
種製品の拡販に寄与していきたいと考えてい
ます。

佐藤 卓巳
Takumi Sato
反応管事業統括部 
2013年入社

農家の抱える課題を把握し、
的確なソリューションを提供

入社以来、一貫してトラクタに取り
付ける作業機器である“インプル
メント”の開発に携わり、通常

は国内向けインプルメントの開発を担当して
います。インプルメントには、田畑の耕起、
うね成形、肥料散布や播種、収穫などの
作業に合わせ、300 種以上の多彩な種類が
あります。
　現在、私たちがターゲットしているのは畑
作用インプルメント市場であり、国内のイン
プルメーカーと共同で開発を行っています。
　畑作用インプルメントは水田用に比べ、

作物や作業体系に応じてニーズも様々です
ので、それらのニーズを的確に把握した製
品開発が求められています。その実現に向
けた私たちのスタンスは明確で、“市場密
着”。これは、畑作ならではの多種多様な
要望に応えるため国内で展開している活動
であり、市場、すなわち農家の方々の要望
を実際に畑で確認し、課題を浮き彫りにす
ることで、最適なソリューションの提供に努
めるものです。

初めての海外市場、インド
世界に触れた確かな手応え

今回、インド市場に投入されたマ
ルチパーパストラクタ ｢MU5501｣
においては、｢プラウ｣ と呼ばれ

るインプルメントの改良に取り組みました。
プラウは作物収穫後に土を反転耕起し、次
の作付けのために（土をリフレッシュさせ）、
畑をリセットする目的で使用されるインドで
ポピュラーなインプルメントです。

　今回、私に与えられた役割は ｢MU5501｣
の特徴の一つである低燃費を実現するた
め、現地インド製のインプルメントを改良す
ることでした。改良はインドのインプルメン
トメーカーと共同での取り組みとなりました
が、国内の開発とは異なり戸惑うことも多
くありました。中でも苦労したことは、メー
カーにプラウの図面が無かったため、製造
するたびに微妙に異なるプラウができる状
態を改善することでした。一つひとつ課題
と解決策を説明し、理解と対応を求めまし

たが、なかなか試作に反映されず、対応に
苦慮しました。さらに、畑の土質やプラウ
の使い方 1つでさえも、国内と異なるため、
現地確認や試験が欠かせず、生産開始ま
でに行った試作や試験の回数は、国内で
は考えられないものでした。今回初めて挑
戦した海外案件は、文化や価値観、考え方
の違いを超えて仕事をする難しさを学ぶ機
会であったとともに、インプルメント開発の
普遍性に気付く良い機会ともなりました。ど
の国でも、どの地域でも、実際の作業やお
客様の要望を1つずつ確認しながら、メー
カーと協力して開発を進めていくというプロ
セスは、国内で行っている“市場密着”の
スタンスと同じであり、それが現地ニーズを
掴んだ開発につなげるための必要不可欠な
条件だと感じました。
　今後、インドに限らず未知の国外市場向
けに開発の機会が巡ってき時にも、“市場密
着”のスタンスで、現地に最適なソリューショ
ンを提供していけるよう心掛けていきたいと
思います。

“市場密着”のスタンスが、
インプルメントの｢最適解｣を生む。

Global Work Style 3

鷲尾 康子
Yasuko Washio
農業ソリューション技術部
2011年入社

製鉄所内の熱処理設備へ
グローバルに製品を供給

大学時代、1ヶ月間、アフリカ・ガー
ナの農業実習を経験したことが、
その後の人生を決定付け

ました。私が訪れた農村は貧困の
中にあり、そこからの脱出のために
は農業の振興が不可欠と感じたの
です。そしてそのためには、農業の
機械化が必要と考え、就職に際して
は当初から農業機械のリーディング
カンパニーであるクボタを志望しまし
た。ガーナに限らず、世界の各地で
農業の機械化による食料増産が求
められており、そこに携わることで社
会に貢献したいと考えていました。ただ、就
職後は農業機械部門ではなく、鉄鋼・機械
を扱う部署に配属。当初は戸惑いもありま
したが、今では農業とは異なる切り口で社
会貢献を実感できる仕事と感じています。
　現在、私が担当している製品は、製鉄
所内の熱処理設備で使用されるもので、鋼
板を搬送するロールであるハースロールや、
加熱炉内で加熱鋼材を支持するスキッドボ
タンなどを扱っています。これらの製品は、
高温・高強度で耐酸化性等が求められます。

担当は国内数社の他に、インド、台湾、韓国、
北欧、ロシアとグローバルに活動しています。

インドで獲得したプラント案件
自分で考え自分で動くやりがい

最近、インドのプラントメーカーと
の仕事は強く印象に残っていま
す。インドはこれまで先輩方が開

拓してきた市場ですが、私がアプローチし
たお客様は過去に実績がないプラントメー

カーで、ベトナムに新規プラントを建設する
という案件でした。最初に驚いたのは膨大
な仕様書の数であり、さらにクボタでは対
応できない仕様が多々ありました。そこで
私は技術部門の協力を仰ぎ、“クボタ仕様”
に変更することを提案。先方は、当初はそ
の提案を拒否していましたが、クボタだから
可能となる高品質性を訴求、私たちの考え
に賛同いただき最終的に受注に至ったので
す。大切なのは相手が何を考えているのか、
相手の立場になって考えること。そしてスピー
ド感を持って対応することです。成し遂げた
達成感は大きなものがありました。
　この案件に限らず、私たちは自分で考え
自分で動き、成果を出すことが求められま
す。インドをはじめとした海外のお客様対
応も、もちろん周囲のサポートはあります

が、基本的に私一人に任されます。文字通
り、若手にチャレンジさせてくれる環境があ
り、責任は重いものの、それに比例してや
りがいも大きなものがあります。今、新たな
開拓先として取り組んでいるのが北欧とロシ
ア。これも、調査、準備から具体的なアプロー
チ、製品提案、プレゼンテーション、仕様
調整、価格交渉まで担当しています。日本
を発つときは常に不安があるのですが、現
地で、自分が想定した成果を得られたとき
に手にする達成感は何物にも代え難いもの
があります。鉄というのはあらゆる産業に必
要とされるものであり、社会の基盤を支えて
いるといっても過言ではありません。農業機
械も鉄なしでは成り立ちません。その意味で、
製鉄を支える今の仕事の中に、確かな社会
貢献の手応えを実感しています。

常にチャレンジし続ける。
それが新たな地平を切り拓く。

Global Work Style 4

中尾 豪士
Goshi Nakao
素形材営業部
2012年入社

インド・ムンバイのヒンドゥー寺院にて。
赤い印はティカといい祝福や歓迎を表す

より良い製品づくりに欠かせない、現地ユー
ザーへの聞き取り調査（インド）

インド・Tata Steel社での打合せ後のワンカット



December 2016p.16 2016

発　行　月	 2016 年 12月
企画・発行	 株式会社クボタ　コーポレート・コミュニケーション部
	 〒556-8601　大阪市浪速区敷津東 1 丁目2 番 47 号
編集・制作	 株式会社ワークス・ジャパン、ユニバーサル・コンボ有限会社
撮　　　影	 シンコムフォト
デ ザ イ ン	 有限会社川上博士事務所
印　　　刷	 有限会社シービー関西
お問い合わせ先	 株式会社クボタ　コーポレート・コミュニケーション部
	 TEL：06-6648-2389

2016
1992年に第1号を発行して以来20年以上にわたり世界中の社会問題について取り上げてきた

『GLOBAL INDEX』のバックナンバーです。 『GLOBAL INDEX』特設サイトでは、
特集のバックナンバー（冊子・web コンテンツ）が
ご覧いただけます。
詳しくは『GLOBAL INDEX』特設サイトへ。

http://www.kubota.co.jp/globalindex/

『GLOBAL INDEX』  バックナンバーのおしらせ

2014年9月発行
特集「アメリカ」

2015年12月発行
特集「フランス」

2015年3月発行
特集「ミャンマー」

地元に密着したクボタの姿――
マルチパーパストラクタ「MU5501」

2014年3月発行
特集「インドネシア」




